


は じ め に
漢字は表意文字といって見れば分かる優れた言語です。

たとえば、「書」は手に筆を持ち、祈りのことばを書いている形を表しています。

かんじ

しょ

・「聿」は手に筆を持つ形で
ふで もていつ

・「 」は手の形で

・手はこの他に左の図のようにあらわされる

場合があります。

ひょうい もじ み わ すぐ げんご

て ふで も いの か かたち あらわ

かたち

て かたち

て ほか ひだり ず

などがあります。

などがあります。

・日の字は「お日さま」をあらわす他に

「書」のように祈りの器の中に祈りの言葉がある形や

「かまど」を日の字であらわす場合などがあります。

・左の図はボールペンの構造を絵で

あらわしたものです。

単独の部品として使われているものも

あれば、組立られた状態で別のボール

ペンに使われているものもあります。

・漢字もこのボールペンと同じことなのです。漢字の構造・その作られ方を知ることで、

漢字の意味することは理解できるわけです。だから、漢字は見れば分かる優れた

言語といえるのです。

漢字を一字一字の丸覚えではなく、関連する漢字を並び見て同じ部品とそうで

ない部品を知ることで頭に記憶するだけでなく「腑に落ちる」ことで忘れることが

少なくなる学習のお役に立てることを願っています。

楽しく学習していきましょう。

ばあい

ひ じ ひ ほか

しょ いの うつわ なか いの ことば かたち

ひ じ ばあい

ひだり ず こうぞう え

たんどく ぶひん つか

くみたて じょうたい べつ

つか

かんじ おな かんじ つく かた し

かんじ いみ りかい かんじ み わ すぐ

げんご

かんじ いちじ いちじ まるおぼ かんれん かんじ おな ぶひん

ぶひん し あたま きおく

がくしゅう やく た ねが

たの がくしゅう

ふ お

なら み

こうぞう

わす

すく
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≪目次≫

『人』でつながる漢字①---P4

『人』でつながる漢字②---P9

『様子』でつながる漢字---P15

『自然』でつながる漢字①---P19

『自然』でつながる漢字②---P24

『動物』でつながる漢字---P29

『学校』でつながる漢字---P35

ひと

ようす

しぜん

しぜん

がっこう

ひと

もくじ

どうぶつ

かんじ

かんじ

かんじ

かんじ

かんじ

かんじ

かんじ

『植物』でつながる漢字---P31
しょくぶつ

かんじ



王 玉 力 糸 車 入 金 円 中
P40 P40 P41 P41 P42 P42 P43 P43 P44

一 二 三 四 五 六 七 八 九 十 百 千
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『道具』でつながる漢字---P39

『数字』でつながる漢字---P44
すうじ

どうぐ

・漢字は「意味と音と形」でつながっている

・書き順の基本

・「甲骨文字の発見」

・「字体の移り変わり」

・私達は「説文解字」を基に学習しています

・白川静博士とその業績

P52

P53

P55

P55

P56

P56

・漢字はつながっています P57
かんじ

かんじ いみ おん かたち

か じゅん きほん

こうこつもじ はっけん

じたい うつ か

わたしたち せつもんかいじ もと がくしゅう

しらかわしずか はかせ ぎょうせき

≪目次：豆ちしき≫
もくじ まめ

・手のいろいろな形＿その３＞片手

・月の字があらわすいろいろな形

・「言」と「音」

・「十～万」の数字の形

P13

P17

P24

P51

て かたち かたて

つき じ かたち

いう おと

じゅう まん すうじ かたち

・おん・くん さくいん P58

かんじ

かんじ

・十の画：漢字は十の画で構成されている P52
じゅう かんじ じゅう かくかく こうせい

≪目次≫
もくじ



3

は常用漢字以外の漢字です。

ちゅうがっこう なら

なら

じょうようかんじ いがい かんじ

こうこう

㊥は中学校で習うことをあらわしています。

は高校で習うことをあらわしています。

①～⑥は各学習学年をあらわしています。
かくがくしゅうがくねん

注）

この本の見方
１＞章の始まり

この章で学習する漢字

２＞本文

学習する漢字

むかしの漢字

解説

成り立ちや作られ方

書き順

３＞豆ちしき

この章で習う形

しょう はじ

しょう がくしゅう かんじ

ほんぶん

がくしゅう かんじ

かんじ

かいせつ

な た つく かた

か じゅん

まめ

なら

ほん みかた

しょう かたち



画数 2 部首

4

人:ひと

人女

子

男
『人』でつながる漢字①

ひと、ニン、ジン

人
読み：
よ

男の人が三人。名人。
おとこ ひと さんにん めいじん

人をよこから見た形。
ひと み かたち

「大人の人」
おとな ひと

用例：
ようれい

ひと

かんじ



画数 7 部首

画数 3 部首

5

女:おんな

田:た

「田んぼ」

「すき」

おとこ、ダン、ナン

田んぼですきを持って働く人の形。
た も はたら かたちひと

男の子。長男。
おとこ こ ちょうなん

「男女」
だんじょ

用例：
ようれい

読み：
よ

た

おんな、め㊥、ジョ、ニョ㊥、ニョウ

女の人がすわって、まえで手をくんでいる形。
て かたちおんな ひと

女の人。女神。女子。
おんな ひと めがみ じょし

「王女さま」
おうじょ

用例：
ようれい

読み：
よ

「た」

①「ちから」



画数 3 部首

6

子:こ

こ、シ、ス

手をひろげた、おさない「こども」の形。
て かたち

じょし

「男子と女子」
だんし

子どもたち。親子。王子。
こ おやこ

用例：
ようれい

読み：
よ

「人の部分」
ひと ぶぶん

目

おうじ

『人』でつながる漢字①
ひと

かんじ



画数 5 部首

画数 6 部首

7

耳:みみ

目:め

目
め、ま、モク、ボク㊥

人の目の形。
ひと め かたち

目ざまし。目標。注目。
め もくひょう

「目ざまし時計」
め どけい

用例：
ようれい

読み：
よ

みみ、ジ㊥

人の耳の形。
ひと みみ かたち

馬の耳に念仏。耳かざり。
うま みみ

「耳鼻科の先生」
じびか せんせい

用例：
ようれい

読み：
よ

ちゅうもく

みみ ねんぶつ



画数 3 部首

画数 4 部首

8

手:て

口:くち

「口」

くち、コウ、ク

くち

「祈りのことばを入れるうつわ」
いの い

口ぶえ。日本の人口。
くち にほん じんこう

「出口」
でぐち

用例：
ようれい

読み：
よ

さい

人の口、の形。
ひと くち かたちさい

て、た㊥、シュ、

人の手の形。
ひと て かたち

運転手。上手。下手。
うんてんしゅ じょうず へた

「手紙を出す」
てがみ だ

用例：
ようれい

読み：
よ



画数 7 部首

9

足:あし

あし、た（りる・る・す）、ソク

「ひざこぞう」

「左足の足あと」
あしひだりあし

ひざこぞうと足あとで足の字。
あし あし じ

足くび。力が足りない。満足。
あし ちから た

「遠足」
えんそく

用例：
ようれい

読み：
よ

②「止：とめる」

『人』でつながる漢字②
ひと

かんじ

①「くち」

まんぞく


